
48
億
5
2
4
1
万
も
残
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
次
年
度
以
降
の
た
め
に

35
億
2
4
7
5
万
円
を
積
み
立
て
、
積
み

立
て
総
額
は
2
2
6
億
円
（
財
源
調
整
基

金
）
に
も
な
り
、
「
史
上
最
高
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
の
に
、
保
育
園
の
待
機
児
童
も
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
問
題
も
改
善

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
「
お
金
の
こ
と
」
が
原
因
で

は
な
く
、
「
市
長
の
姿
勢
」
の
問
題
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
く
に
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
「
保
育

園
の
待
機
児
童
を
改
善
す
る
と
、
『
潜
在

需
要
』
を
顕
在
化
さ
せ
る
」
と
言
っ
て
、

待
機
児
童
を
、
潜
在
的
需
要
を
表
面
化
さ

せ
な
い
た
め
の
重
し
に
し
て
い
る
こ
と
で

　

9
月
議
会
最
終
日
の
26
日
に
、
2
0
1

3
年
（
平
成
25
年
）
度
の
決
算
が
上
程
さ

れ
、
総
括
的
な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
審
議
は
、
10
月
27
日
か
ら
4

日
間
開
か
れ
る
「
決
算
特
別
委
員
会
」（
日

本
共
産
党
か
ら
は
、
石
川
議
員
・
関
根
議

員
が
出
席
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
船
橋
市
の
財
政
が
豊
か
だ
と
言

う
こ
と
で
す
。

　

「
健
全
化
判
断
比
率
」
「
資
金
不
足
比

率
」
な
ど
と
い
う
評
価
方
法
を
み
て
も
、

「
健
全
そ
の
も
の
」
。

　

「
歳
入
・
歳
出
差
し
引
き
残
額
」
で
も
、

す
。
「
で
き
れ
ば
保
育
園
に
預
け
て
働
き

た
い
が
、
預
け
ら
れ
そ
う
も
な
い
」
と
諦

め
て
い
る
保
護
者
に
、
そ
の
ま
ま
諦
め
て

い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
で
す
。

　

ほ
ん
と
う
に
、
「
油
断
も
隙
も
」
な
ら

な
い
船
橋
市
の
姿
勢
は
批
判
さ
れ
る
べ
き

で
す
。
市
長
は
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
た
い

し
て
反
論
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
予
算
が

提
案
さ
れ
た
時
に
、
私
た
ち
が
提
出
し

た
、
保
育
園
や
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
等
の

予
算
を
追
加
す
る
「
予
算
組
み
替
え
案
」

に
こ
そ
、
「
道
理
が
あ
っ
た
」
と
い
う
証

明
で
す
。

待
機
児
童
は
、
潜
在
的
需
要
を

表
面
化
さ
せ
な
い
た
め
の
、「
重
し
」？

船
橋
市
の
財
政
は

　
　
　「
健
全
」
で
「
豊
か
」

待
機
児
童
は
、
潜
在
的
需
要
を

表
面
化
さ
せ
な
い
た
め
の
、「
重
し
」？
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船
橋
駅
北
口
駐
車
場

船
橋
駅
北
口
駐
車
場

船
橋
駅
北
口
駐
車
場

船
橋
駅
北
口
駐
車
場

株
式
会
社
に
独
占
利
用
さ
せ

も
う
け
さ
せ
る
の
は
違
法
で
は
？

　

北
口
駐
車
場
は
、
都
市
計
画
法
の
手

続
き
に
沿
っ
て
「
都
市
計
画
施
設
」
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
は
、
「
公
有
財
産
は
、

行
政
財
産
と
普
通
財
産
と
に
分
類
す

る
」
「
行
政
財
産
と
は
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
公
用
又
は
公
共
用
に
供

し
、
又
は
供
す
る
こ
と
と
決
定
し
た
財

産
を
い
い
、
普
通
財
産
と
は
、
行
政
財

産
以
外
の
一
切
の
公
有
財
産
を
い
う
」

「
行
政
財
産
は
、
貸
し
付
け
た
り
、
権

利
を
設
定
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
北
口
駐
車

場
は
、
『
公
共
の
用
に
供
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
』
財
産
で
あ
り
、
普
通
財
産

に
し
て
株
式
会
社
に
貸
し
付
け
る
こ
と

は
違
法
。
行
政
財
産
と
し
、
市
営
駐
車

都
市
計
画
法
・

 

地
方
自
治
法
に
違
反

適
正
な
財
産
管
理
を

　

船
橋
駅
北
口
地
下
駐
車
場
は
、
回
り
の
躯
体
は
41
億
円
の
税
金
を
投
入

し
て
市
が
建
設
し
ま
し
た
が
、
第
3
セ
ク
タ
ー
船
橋
北
口
駐
車
場
株
式
会

社
が
駐
車
機
械
設
備
を
設
置
し
、
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
合
併
し
、
株
式
会
社
船
橋
都
市
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
船
橋
都
市
セ
ン
タ
ー
の
平
成
26
年
3
月
期
決
算
で
、
余
剰
金
は

1
9
6
7
万
円
、
累
積
剰
余
金
は
8
億
4
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

場
と
し
て
運
営
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し

た
。

　

市
は
「
第
3
セ
ク
タ
ー
が
管
理
・
運

営
す
る
こ
と
は
、
第
3
セ
ク
タ
ー
へ
の

出
資
予
算
で
議
会
の
承
認
を
受
け
て
い

る
、
普
通
財
産
に
す
る
こ
と
は
、
法
律

に
は
抵
触
し
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

行
政
財
産
と
す
べ
き
駐
車
場
を
「
普

通
財
産
」
に
し
て
会
社
に
貸
付
け
、
駅

前
広
場
地
下
9
9
0
0
平
米
を
無
償
で

提
供
、
会
社
に
莫
大
な
便
宜
を
与
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
合
併
前
の
北
口
駐

車
場
株
式
会
社
は
、
元
市
長
の
縁
戚
者

で
あ
る
社
長
に
、
高
額
の
役
員
報
酬
を

支
給
、
株
投
資
で
数
億
円
の
損
失
を
出

す
な
ど
の
乱
脈
経
営
を
行
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。

 　

市
公
文
書
で
は
、「
都
市
計
画
施
設
」

の
位
置
づ
け
の
駐
車
場
を
普
通
財
産
に

す
る
理
由
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会

に
も
、
「
普
通
財
産
」
に
す
る
こ
と
の

説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
株
式
会
社
へ
の
便
宜
供

与
に
つ
い
て
、
市
民
が
納
得
で
き
る
説

明
は
さ
れ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

連絡先

安
倍
政
権
暴
走
ス
ト
ッ
プ

日
本
の
未
来
を
ひ
ら
こ
う
！

安
倍
政
権
暴
走
ス
ト
ッ
プ

日
本
の
未
来
を
ひ
ら
こ
う
！


